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採集した 2 個体のうち，1 個体が長翅型 （図 1） で
あった．長翅型の形態および体表構造は Yoshitomi 
& Nakajima （2012），林 （2019） と概ね一致した．短
翅型では上翅肩部の肩部が丸くなっているのに対し，
長翅型では肩部が角ばり，発達した後翅が確認され
た （図 3，4）．図 4 の後翅は解剖中に破損した可能
性があり，一部欠けた状態になっている．また，翅
多型が存在するハガマルヒメドロムシ Optioservus 
hagai Nomura, 1958 では前胸の変形が知られている
ため （Kamite, 2015），前胸の計測を行ったが，前胸
の幅／前胸の長さ （PW/PL） の比は 1.20 で Yoshitomi 
& Nakajima （2012） で知られている 1.13–1.50 の範囲
に収まり，変形は確認できなかった．

Sinonychus 属はこれまで短翅型の個体しか知られ
ていなかった．国外産 Sinonychus 属の産地の状況
は不明であるが，日本産 Sinonychus 属のキュウシュ
ウカラヒメドロムシおよび，サトウカラヒメドロム
シは，中島ら（2020）によると産地は局所的で，稀
な種とある（サトウカラヒメドロムシでは産地はか
なり局所的で，個体数も少なく稀な種とある）．以
上の理由からこれまで得られた個体数が他の翅多
型の知られているヒメドロムシ科甲虫よりも少な
く，長翅型が得られなかった可能性がある．現時点
では長翅型の出現率は不明であるが，ヒメツヤドロ
ムシ Zaitzeviaria brevis （Nomura, 1958） の長翅型の出
現率が 3 ％であることが報告されており （Hayashi & 
Yoshitomi, 2015），これよりも低い可能性がある．

末筆であるが，本稿を作成するにあたり，ホシザ
キグリーン財団の林成多博士には，本種に関する
種々の情報の御教示，資料の提供および原稿の校閲
を頂いた．横浜国立大学の齋藤英明氏，岐阜大学の
保坂慎太郎氏，京都大学の木村楓氏には調査に同行
して頂いた．以上の方々に対し厚く御礼申し上げる．
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【短報】沖縄島におけるアマミクリイロクシコメツ
キの記録

ア マ ミ ク リ イ ロ ク シ コ メ ツ キ Melanotus nodai 
Arimoto, 2011 は，これまでに奄美大島と久米島に生
息することが知られていたが （Arimoto, 2011；鈴木，
2019），その間を埋める島々からの記録はなかった．
筆者らは，これまでに記録がなく，その生息の可能
性が指摘されていた沖縄島産の個体を検することが
できたので，ここに報告しておきたい．なお，標本は，
鈴木が保管している．

1 ♂，沖縄県国頭郡大宜味村上原，22. III. –3. IV. 
2020，堀口徹・鈴木亙採集；1 ♂，沖縄県国頭郡国
頭村比地，22. III. –3. IV. 2020，堀口徹・鈴木亙採集；
1 ♂，同地，3–8. IV. 2020，鈴木亙採集；6 ♂♂，沖
縄県国頭郡大宜味村浜，22. III. –3. IV. 2020，堀口徹・
鈴木亙採集；1 ♂，沖縄県名護市名護岳，3–8. IV. 
2020，鈴木亙採集．
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